
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成21年11月12日

【四半期会計期間】 第84期第２四半期（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

【会社名】 サンデン株式会社

【英訳名】 SANDEN CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　鈴木　一行

【本店の所在の場所】 群馬県伊勢崎市寿町20番地

【電話番号】 伊勢崎（0270）－24－1281

【事務連絡者氏名】 経理本部長　　榊原　努

【最寄りの連絡場所】 東京都台東区台東１丁目31番７号東京本社

【電話番号】 東京（03）－3833－1470

【事務連絡者氏名】 経理本部長　　榊原　努　

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

東京本社

（東京都台東区台東１丁目31番７号）

東海支社

（愛知県名古屋市昭和区鶴舞２丁目17番17号ベルビル４階）

関西支社

（大阪府吹田市江坂町２丁目１番43号ＫＹＵＨＯ江坂ビル７階）

埼玉支店

（埼玉県さいたま市見沼区東大宮４丁目67番８号）

神奈川支店

（神奈川県横浜市西区みなとみらい２丁目２番地１－１横浜ランドマーク

タワー18階 1810）

 

EDINET提出書類

サンデン株式会社(E01913)

四半期報告書

 1/38



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第83期

第２四半期連結
累計期間

第84期
第２四半期連結
累計期間

第83期
第２四半期連結
会計期間

第84期
第２四半期連結
会計期間

第83期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 130,541 93,224 64,782 47,696 216,690

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
3,437 1,554 504 703 △9,457

四半期（当期）純利益又は純損失

（△）（百万円）
553 553 △372 62 △30,838

純資産額（百万円） － － 82,729 44,123 42,985

総資産額（百万円） － － 247,672 205,461 208,692

１株当たり純資産額（円） － － 583.02 302.46 296.35

１株当たり四半期（当期）純利益

又は純損失（△）金額（円）
4.06 4.06 △2.73 0.46 △226.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 32.1 20.1 19.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
7,035 4,202 － － 832

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△6,923 △2,316 － － △12,388

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△216 △355 － － 24,618

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 9,794 23,732 22,148

従業員数（人） － － 8,616 7,695 8,064

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、第83期第２四半期連結累計期間及び第84期

第２四半期連結累計（会計）期間は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第83期第２四半期連結会計期間及び第83期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。 
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 7,695(732)

　（注）従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（  ）外数で記載してお

ります。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 2,478(113)

　（注）１．従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載してお

ります。

２．準社員18名、嘱託39名が上記臨時雇用者数に含まれております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（百万円） 前年同四半期比（％）

自動車機器事業 25,379 59.1

流通システム事業 13,594 71.9

その他の事業 901 104.8

計 39,875 63.6

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（百万円） 前年同四半期比（％）

自動車機器事業 1,584 97.1

流通システム事業 431 27.4

その他の事業 972 88.0

計 2,989 69.3

　（注）１．金額は実際購入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）受注実績

　当社グループ（当社及び連結子会社）は見込生産を行っているため、該当事項はありません。

 

(4）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（百万円） 前年同四半期比（％）

自動車機器事業 30,046 70.4

流通システム事業 15,643 79.1

その他の事業 2,006 85.0

計 47,696 73.6

　　（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　なお、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更があった事項は、次のとおりであ

ります。

（１）資金調達の財務制限条項

　当社は、安定的な資金調達を図るため、金融機関数社とシンジケートローン契約を締結しております。本契約には、

一定の財務制限条項が付されておりますが、平成21年９月末現在において、当社は本財務制限条項に抵触しており

ません。

　

３【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　（１）業績

当第２四半期連結会計期間における世界経済は、一部で回復の兆しが見られたものの、未だ先行き不透明感が続

く状況にありました。国内におきましても、消費の低迷が継続し、雇用改善も進まず、引き続き厳しい経済状況が続

きました。

このような状況の中、当社は経営体質強化に向けた「抜本的構造改革」と、企業成長に向けた「事業競争力強

化」に、グループ一丸となってスピードをもって取り組んでまいりました。その結果、当第２四半期連結会計期間

において、成果を実現することができました。

しかしながら、前年同期と比べますと欧米を中心とした自動車市場の縮小、流通システムにおける顧客の投資抑

制継続の影響を受け、売上高は大幅な減少となりました。

利益面では、「抜本的構造改革」による効果が実現いたしました。前年同期と比べますと、営業利益では売上減少

の影響で減益となったものの、経常利益・四半期純利益では為替変動の影響もあり、増益となりました。

その結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は47,696百万円（前年同期比26.4％減）、営業利益は391 

百万円（前年同期比70.3％減）、経常利益は703百万円（前年同期比39.6％増）、四半期純利益は62百万円（前年純

損失372百万円）となりました。

当第２四半期連結会計期間の事業別セグメントの概況は次のとおりであります。

 

①自動車機器事業

中国・インド等の新興国の市場拡大や、欧州各国政府の車両買い替えに対するインセンティブ効果はあるもの

の、欧州・米州・日本で市場が依然として回復しておらず、前年同期に比べ減収となりました。

利益面では、「抜本的構造改革」の成果はありましたが、減収の影響を受け、前年同期に比べ減益となりました。

その結果、売上高は30,046百万円（前年同期比29.6％減）、営業利益は645百万円（前年同期比78.2％減）とな

りました

②流通システム事業

店舗システム事業においては、新事業領域へのマーケティング活動を開始しましたが、全体的な市場状況は非常

に厳しく、前年同期に比べ減収となりました。

ベンディングシステム事業においては、全体として主要顧客の投資抑制継続の影響を受け、前年同期に比べ減収

となりました。

利益面では、全社的取り組みである「抜本的構造改革」の成果により、前年同期に比べ増益となりました。

その結果、売上高は15,643百万円（前年同期比20.9％減）、営業利益は430百万円（前年営業損失782百万円）と

なりました。

③その他の事業

住環境システム事業は、環境対応型の高効率給湯器「エコキュート」のエリア、得意先を集中した営業活動を実

施してきましたが、その他の事業も含め、国内の経済環境の悪化影響を受け、前年同期に比べ減収になりました。 

その結果、売上高は2,006百万円（前年同期比15.0％減）、営業損失は180百万円（前年営業利益91百万円）とな

りました。 
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　　また、所在地別セグメントの概況は次のとおりであります。

 

①日本

売上高は、景気低迷が続く中、自動車機器事業、流通システム事業ともその影響を受け、前年同期に比べ減収とな

りました。

利益面では「抜本的構造改革」の成果実現により、利益を確保することができましたが、減収の影響が大きく、

前年同期に比べ減益となりました。

その結果、売上高は18,306百万円（前年同期比20.4％減）、営業利益317百万円（前年同期比55.9％減）となり

ました。

②アジア

売上高は、自動車機器事業、流通システム事業とも、中国は順調に推移しておりますが、東南アジア地域の景気低

迷もあり全体では減収となりました。

利益面では、労務費・経費の改善効果により、増益となりました。

その結果、売上高は9,405百万円（前年同期比18.0％減）、営業利益649百万円（前年同期比11.7％増）となりま

した。

③欧州

売上高は、欧州各国の車輌販売促進策の影響により一部の自動車市場で回復が見られたものの、自動車市場全体

としては前年水準に至らず、加えて為替変動の影響を受け、前年同期に比べ減収となりました。

利益面では、「抜本的構造改革」の成果により、前年同期に比べ増益となりました。

その結果、売上高は14,667百万円（前年同期比29.6％減）、営業利益178百万円（前年営業損失69百万円）とな

りました。

④北米

売上高は、景気低迷の影響を受け、自動車機器事業、流通システム事業ともに前年同期に比べ減収となりました。

利益面では「抜本的構造改革」の成果を実現することができましたが、大幅な減収の影響を受け、前年同期に比

べ減益となりました。

その結果、売上高は5,316百万円（前年同期比43.9％減）、営業損失331百万円（前年営業利益95百万円）となり

ました。

　 

　（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比べ1,012百万円増

加し、23,732百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益451百万円、減価償却費2,717百万円に加え、

棚卸資産適正化により2,532百万円等を主に6,464百万円（前年同四半期比5,374百万円増）の資金を創出しまし

た。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等により1,531百万円（前年同四半期比2,292百万

円増）の資金を使用しました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入の実行5,389百万円、短期借入の返済4,734百万円の他、長期債

務返済を主に差引3,715百万円（前年同四半期比1,765百万円減）の資金を使用しました。

　 

　（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

 ①短期的課題

　当第２四半期におきましては、各国における景気刺激策はありましたが、世界規模での景気低迷はまだしばらく続

くことが予想され、依然として厳しい状況で推移するものと思われます。特に急激な市場変化の影響を受けており

ます自動車機器事業におきましては、市場の先行き不透明さが拭えない状況にあります。このような環境下、当社は

グローバル企業として企業価値を高めるため、「価値ある仕事の追求」を通して、経営体質の強化を図るための

「抜本的構造改革」と企業成長のための「事業の競争力強化」を重点課題として認識し、昨年度より着手し、業績

向上に向けてグループ一丸となって実行力とスピードをもって取り組んでおります。

　「抜本的構造改革」による経営体質強化の具体的な取組み事項は、次のとおりです。

１）組織の再編：本社本部組織の合理化、国内オペレーションの効率化、開発機能組織の統合
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２）拠点の統廃合：海外生産拠点の統廃合、国内メンテナンス会社・金融関連会社・人材派遣・設備管理等の子会

社の統合

３）人材構造改革の推進

イ．雇用：当社における希望退職の実施、国内・海外子会社における雇用の見直し

ロ．勤務体系：当社および国内子会社における時間外労働の「ゼロ化」、欧米州の現地法人におけるワークシェ

アリングの実施

ハ．報酬減額：取締役・執行役員報酬額を50～30％減額、社員報酬額を15～10％減額

４）投資の選択と集中：設備投資等の延期・凍結を含めた見直し・削減

５）経費の削減：すべての経費の総点検とゼロベースの見直しによる支出抑制

６）材料費の低減

イ．円高メリットを生かした世界最適地調達の推進

ロ．原材料・共通部品・生産間接財の集中購買、部品の標準化

ハ．最適地生産体制による最小コスト追求

 

 ②中長期的課題

１）ビジョン、経営戦略による企業価値向上への取組み

　当社は、「21世紀初サンデン企業ビジョン」により、全てのステークホルダーの皆様に積極的に貢献し信頼される

「グローバル・エクセレント・カンパニーズ」の実現を目指しております。

　その実現のため、新たな経営方針を定め、「品質力」と「グローバル力」を基礎に「環境」をコアにして次の成長

を果たす為の取組みをしております。

「環　　  　境」：2002年に「挑戦」「創造」「貢献」という基本コンセプトで群馬県赤城山麓に建設したサンデンフォ

レスト・赤城事業所は、「環境企業サンデン」のまさに象徴であり、「自然と産業の共生」を実現

するとともに、「環境先進製品」の開発を通して新たな価値創造に取り組み、様々な情報発信、持続

可能な社会の創造への貢献に挑戦しております。

　　　　　　　　　　環境活動が会社存続と発展を支える重要な課題として捉え、営業拠点を含めた国内全事業所で認証取得し

た、環境マネジメントシステム「ＩＳＯ１４００１」を国内外のグループ会社へ展開、グローバル

主要拠点で認証を取得するとともに、「環境行動計画ガイドライン」を制定し、企業活動のあらゆ

る面で環境の保全に配慮した環境経営を推進してまいります。

「品　 質　 力」：当社は、「グローバル・エクセレント・カンパニーズ」の実現を目指して、当社独自の経営品質革新

活動（ＳＴＱＭ）に継続的に取り組んでおります。長年にわたるＳＴＱＭ活動を基盤とした品質管

理への取組みは、デミング賞・日本品質管理賞を始め、グローバル顧客、関係機関での評価をいただ

いており、今後もグループにおいて更なる進化、発展をさせてまいります。

「グローバル力」：現在当社グループは、成長市場の原点をグローバルに置き、23ヶ国53拠点に展開し、グローバルに展

開する世界中の一流顧客とお取引をいただいております。2008年、歴史ある創業の地、群馬県伊勢崎

市にサンデングローバルセンターを開設し、ＳＴＱＭの文化、品質経営、技術開発、モノづくりにつ

いて新たな成長ステージへの転換を果たしてまいります。

　経営戦略として、下記４つの重点施策を展開してまいります。

イ．グローバル戦略展開強化

・グローバル経営資源の最大活用

・グローバル人材の確保・育成強化

ロ．マーケティング強化

・グローバル成長エリア・市場への積極展開

・国内販売力の強化

ハ．技術開発強化

・開発本部発足による先端技術開発体制の強化

・「環境」を軸とした差別化技術開発の強化

ニ．モノづくり改革

・モノづくり競争力の強化

・グローバル最適生産・供給体制の確立

　当社としましては、このような企業価値向上に向けた取組みが、株主の皆様、当社製品をご利用してくださるお

客様を始めとしたすべてのステークホルダーの利益につながるものと確信しております。

２）事業競争力強化による企業価値向上への取組み

　「事業の競争力強化」については、環境分野に集中した製品開発による事業競争力強化を重点と考え、具体的には

次の課題に取り組んでおります。

イ．技術開発強化への取組み

　当社では、事業の競争力を強化し継続的な成長をするためには、より一層の技術開発の強化が必要であると認識

しております。「冷やす・暖める・電子」をコア技術として「環境」をテーマにグローバル展開することで、顧
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客を始めとしたステークホルダーの皆様に評価される製品を継続して社会に提供することで成長を実現してま

いります。

　今後、グローバルに事業展開を拡大するなか、将来成長のための新たな技術・商品の発信地として、日本を中心

に研究開発し、グループ会社に展開していくことにより事業の競争力強化を図ってまいります。

ロ．自動車機器事業の取組み

　次世代商品開発においては、環境規制への対応、顧客の期待へ応えるため、「小型コンプレッサー、新冷媒コンプ

レッサー、電動コンプレッサー」等の環境商品開発の一層の加速を図り、更なる信頼関係の構築とシェアの拡大

を実現してまいります。成長市場の中国においては、新たにコンプレッサーの部品工場を建設し、品質力・競争力

の更なる拡大に継続して取り組みます。

　カーエアコンシステムの分野では、「ＨＶＡＣ（ヒーティング・ベンチレーティング・エアコンディショニン

グ）」システムの日本・アジアでの供給体制確立とビジネスの更なる拡大に継続して取り組みます。

ハ．流通システム事業の取組み

　店舗システム事業においては、厳しい市場環境下においても、成長戦略の一環として、いち早くノンフロン化技

術に着目し、業務用ノンフロン型冷凍空調システムを開発しました。ＩＴ技術の活用によりエネルギー管理技術

を組み合わせた次世代型環境対応システムを市場展開し、新たな顧客価値創造に挑戦してまいります。また循環

型環境社会における３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を機軸としたビジネスモデルの展開・推進し、

「人と地球環境」に優しい技術で新しい商空間を創造し続けてまいります。

　ベンディングシステム事業においては、メーカーとしての地球環境・社会環境・消費者環境を機軸に社会的責

任を果たすため、①更なる省エネ、②ノンフロン、③ユニバーサルデザイン、④社会貢献、⑤ネットワークＢｉｚの

５つのコンセプトで新たな価値をグローバルに提供し続けてまいります。

ニ．その他の事業の取組み

　ＥＣＯ・住環境システム事業においては、環境に配慮し、快適・健康・安心・省エネを追求した商品・システム

の提供に取り組んでおります。特に、環境に優しい自然系冷媒使用の高効率給湯器「エコキュート」に資源を集

中し、販売および商品の多様化を積極的に推進してまいります。

　また、通信モデム等の高付加価値製品の投入や、産官学連携およびアライアンスを活用した先端技術の追求によ

り、新規ビジネス展開を加速し、事業領域の強化・拡大を図ってまいります。

　

 ③会社の支配に関する基本方針について

１）基本方針の内容

　当社は、株主・投資家、顧客、取引先、地域社会、従業員等の様々なステークホルダーとの相互関係に基づき成り

立っており、ステークホルダーとの相互関係が当社の企業価値の源泉の重要な構成要素となっております。

　従いまして、当社はステークホルダーとの信頼関係の構築・強化に努め、社会・環境・経済の全ての面においてバ

ランスの取れた経営を行い、全てのステークホルダーに対する社会的責任を果たすと同時に、当社の企業価値ひい

ては株主の皆様の共同の利益の確保・向上に努めてまいります。　

　当社は、資本市場に公開された株式会社であるため、当社に対して投資していただいている株主の皆様には、当社

のかかる考えにご賛同いただいた上で、その意思により当社の経営を当社経営陣に委ねていただいているものと理

解しております。かかる理解のもと、当社は、当社の財務及び事業の決定を支配する者の在り方についても、最終的

には、株主の皆様のご判断によるべきであると考えております。従いまして、当社株式の大量の買付行為がなされた

場合にそれに応じるべきか否かは、最終的には株主の皆様全体の意思に基づき行われるべきであると考えます。

　しかしながら、昨今のわが国資本市場の状況を考慮いたしますと、当社に対しましても当社株式の大量の買付行為

や買付提案があり、この中には株主及び投資家の皆様に対する必要十分な情報開示や熟慮のための機会が与えられ

ることなく、あるいは当社の取締役会が意見表明を行い、代替案を提案するための情報や充分な時間が提供されず

に、突如として株式の大量の買付行為が強行される者がある可能性も否定できません。　

　このような当社の企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益を毀損する恐れがある大量の買付行為や買付提案を

行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であると判断いたします。

２）基本方針の実現に資する特別な取組み

イ．ビジョン、経営戦略による企業価値向上への取組み　

　（３）事業上及び財務上の対処すべき課題　②１）に記載のとおりです。

ロ．コーポレート・ガバナンスの充実・強化による企業価値向上への取組み

　当社は、創業の精神である「知を以て開き　和を以て豊に」が、企業文化として脈々と受け継がれております。更

に2003年に、「国際社会の中で共感する普遍の価値観」及び「ステークホルダーに対する基本姿勢」で構成され

る「企業理念」を新たに制定し、業務執行上の法令遵守、更なる経営の効率性・透明性の向上を目指し、現在グ

ループ国内外において、企業価値向上に向けた継続的な取組みを積極的に実施しております。

　コーポレート・ガバナンス体制に関しては、業態・業歴・企業文化等の実情に鑑み、当社グループのガバナンス

のあり方について様々な検討を行った結果、現在の経営管理組織としては監査役設置型が相応しいと判断してお

ります。更に、執行役員制度の導入による業務執行機能の強化及び経営の効率化、社外取締役及び社外監査役の招

聘による経営監視機能の強化等を行っております。
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　当社は、一層の経営の透明性確保と経営監視・監督機能の強化を図るため、取締役任期を１年とする定款変更を

行い、社外監査役については３名から４名に増員強化いたしました。

　更に、「コンプライアンス委員会」、「内部統制管理部門」の設置や「内部通報制度」の導入等により、倫理法

令遵守体制およびリスク管理体制の整備・強化に努めております。このように当社グループとしましては、経営

の効率化や透明性等の経営品質を向上させるという観点から、今後ともコーポレート・ガバナンスの強化に努

め、企業価値の向上を図ってまいります。

ハ．事業競争力強化による企業価値向上への取組み

　（３）事業上及び財務上の対処すべき課題　②２）に記載のとおりです。

３）不適切な支配の防止のための取組み

　当社は、平成20年6月24日開催の当社第82期定時株主総会の決議により、当社株式の大量取得行為に関する対応策

（本プラン）を導入いたしました。本プランの概要は以下のとおりです。

イ． 当社は、取締役の恣意的判断を排除し、株主の皆様のために本プランの発動等の運用に際しての実質的な判

断を客観的に行う機関として、独立委員会を設置します。

ロ． 本プランの発動に係る手続は以下のとおりです。

・本プランは、保有者の株券等保有割合が20%以上となる市場での買付等または株券等所有割合の合計が20%以

上となる公開買付けを適用対象とします。買付等を行おうとする者には、あらかじめ本プランに定める手続

に従っていただくことになります。

・買付者等は、当該買付等の実施に先立ち、当社に対して買付説明書を提出していただきます。独立委員会は、

当社取締役会に対しても、適宜必要と認める情報等を提示するよう要求することができます。

・独立委員会は、買付者等の買付等の内容の検討、買付者等と当社取締役会の事業計画等に関する情報収集・

比較検討、及び当社取締役会の提供する代替案の検討等を行います。

・独立委員会は、買付者等による買付等が新株予約権の無償割当ての要件に該当し相当であると判断した場合

には、当社取締役会に対して新株予約権の無償割当ての実施を勧告します。なお、独立委員会は株主の意思を

確認するべき旨の留保を付すことができます。独立委員会が、買付者等による買付等が新株予約権の無償割

当ての要件のいずれにも該当しない、または新株予約権の無償割当ての実施が相当でないと判断した場合に

は、当社取締役会に対して、新株予約権の無償割当ての不実施を勧告します。

・当社取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重して新株予約権の無償割当ての実施または不実施等に関す

る決議を速やかに行うものとします。ただし、当社取締役会は、独立委員会が新株予約権の無償割当ての実施

を勧告した場合において適切であると判断する場合、または独立委員会が株主の意思を確認するべき旨の留

保を付した勧告をした場合には、株主総会を招集することができるものとし、株主総会が開催された場合、当

該株主総会における株主の判断に従うものとします。

ハ．新株予約権の無償割当ての要件は次のとおりです。

　当社は、買付者等による買付等が次のいずれかに該当し相当と認められる場合、当社取締役会または株主総会の

決議により、新株予約権の無償割当てを実施することを予定しております。

・本プランに定める手続を遵守しない買付等である場合

・株券等を買い占めその株券等について当社に対して高値で買取りを要求する行為、当社の犠牲の下に買付者

等の利益を実現する経営を行うような行為等により、当社の企業価値・株主共同の利益に対する明白な侵害

をもたらすおそれのある買付等である場合

・株主に株式の売却を事実上強要するおそれのある買付等である場合

・買付等の条件が当社の本源的価値に鑑み不十分または不適当な買付等である場合

・当社の企業価値・株主共同の利益に反する重大なおそれをもたらす買付等である場合

・買付者等が公序良俗の観点から当社の支配株主として不適切であると判断される場合

ニ．新株予約権の無償割当ての概要

　本プランに基づく新株予約権の無償割当ての概要は、以下のとおりです。

・新株予約権の数は割当期日における当社の最終の発行済株式総数と同数とします。

・当社株式1株につき新株予約権1個の割合で、新株予約権を割り当てます。

・新株予約権1個の目的である当社株式の数は、別途調整がない限り1株とします。

・新株予約権の行使に際して出資される財産の株式1株当たりの価額は、1円を下限として当社株式の1株の時

価の2分の1の金額を上限とする金額の範囲内で別途定める価額とします。

・行使期間は1ヶ月間から3ヶ月間までの範囲で別途定める期間とします。

・買付者等は、原則として新株予約権を行使することができません。

・新株予約権の譲渡による取得については、当社取締役会の承認を要します。

・当社は、行使期間開始日の前日までの間いつでも、全ての新株予約権を無償にて取得することができるもの

とします。

・当社は、買付者等以外の者が有する新株予約権のうち未行使のもの全てを取得し、これと引換えに、新株予約

権1個につき対象株式数の当社株式を交付することができます。

ホ．本プランの有効期限は平成23年6月30日までに開催される当社第85期定時株主総会の終結の時までとしま
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す。

　本プランの詳細については当社ホームページ（http://www.sanden.co.jp/）をご覧ください。

　なお、平成20年６月24日開催の当社取締役会において、本プランに基づく独立委員会の委員として、次の3名を選任

しております。

　多田勇夫（当社社外取締役）　土金琢治（当社社外監査役）　初鹿彰信（当社社外監査役）　

４）不適切な支配の防止のための取組みについての取締役会の判断

　当社取締役会は、「企業価値・株主共同の利益の確保又は向上のための買収防衛策に関する指針」の要件を完全

に充足していること、株主共同の利益の確保・向上の目的をもって導入されていること、株主意思を重視するもの

であること、独立性の高い社外者の判断を重視していること、発動につき合理的な客観的要件を設定していること、

デッドハンド型買収防衛策ではないこと等の理由から、本プランが会社支配に関する基本方針に沿い、当社の企業

価値・株主共同の利益を損なうものではなく、かつ、当社経営陣の地位の維持を目的とするものではないと判断し

ております。

　 

　（４）研究開発活動

当社グループは、「新技術は競争力の源泉であり、新製品は成長の源泉」との考えから、平成21年９月に全社開

発組織を刷新しました。従来の本部及び事業部別の開発体制を新設した開発本部に集約し、２本部８事業に点在し

ていた２０に及ぶ開発部門を、１本部４室の体制とし、全社６００名の技術者を再配備しました。

新商品新技術の開発においては「環境」を第三次成長の基軸とし、当社の強みである「冷やす暖める」技術を

発展させるべく開発投資及び研究設備の充実等を進め、新テーマに果敢に挑戦し、市場競争力のある新たな価値創

出〔サンデン・ユニークな技術＝差別化〕を実現する開発活動を行います。

重点行動としては、

（1）一流技術人材育「熱マネジメントを創造するプロ集団」

（2）他社を凌駕する新商品開発「ライト＆コンパクト」

（3）一流開発プロセス改革「スピード＆モチベーション」

という３つの基本戦略を推進し、全てのお客さまからグローバルシステムパートナーとして期待される技術集団

となります。

環境に関する技術開発の取り組みは、快適性とエネルギー効率の追求を開発テーマとし、冷熱、電子、材料の技術

分野を中心に、トップランナーを目指してまいります。特に、エネルギーマネジメント技術は、新しいビジネスチャ

ンスを創出すると考え、トータルシステムやサービスまでも技術開発の対象として新たな発展を考えております。

具体的な技術開発として、自然系冷媒用コンプレッサー、ノンフロンヒートポンプシステム、排熱回収回生（ラ

ンキン）システム、省エネ省動力システム、ＩＣＴ制御システム、情報通信（無線通信技術・RFID技術など）シス

テムであります。

更にグローバル市場・顧客に密着し、かつ事業と開発部門が一体となった４極開発体制（日本・北米・欧州・

中国）を展開し、顧客ニーズに即応した材料技術・信頼性技術・生産技術などグローバルでの技術支援を幅広く

展開しております。

加えて知財戦略体制強化として、知財保証体制や重点特許領域制度などを推進し、開発初期段階での有効な特許

網の形成などを強化しております。更には、産官学活動の積極展開を行い、国内、海外との大学や研究機関との協定

を積極的に展開し、将来技術や先行技術の獲得を進めています。また国、県の公募事業にも参画し、経済産業省や

(独)新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）などの採択を受け研究開発活動を進めております。

新技術・新製品を生み出す開発拠点として昨年度に稼動させたサンデングローバルセンターは、前述した開発

本部の設立に伴い、各工場毎に分散していた研究開発機能を機能別（コアテクノロジー）に集約し、次世代商品、

次世代技術の開発を進めております。

当第２四半期連結会計期間の各事業での研究開発の概要と成果は下記のとおりであります。

（１）自動車機器事業

日本における研究開発のほか、ドイツに所在するサンデンテクニカルセンター及びフランスの開発部門との

連携により、欧州向けコンプレッサーの開発等、グローバルな開発により新製品・新技術の研究開発体制を強固

なものとしております。

また、環境対応のための次世代商品の開発や省エネ対応を自動車機器事業の最大の課題とし、次世代商品とし

てのハイブリッドコンプレッサー、インバータ一体型コンプレッサー、自動車用小型・軽量の熱交換器等の開発

を行い、省動力、低燃費など環境負荷の低減を図っております。更にはアジア、中国において自動車用カーエアコ

ンシステムの商権を獲得し国内を始め、本格的に拡大しております。

（２）流通システム事業

赤城事業所を開発製造の拠点とし、それぞれの技術を有機的に活かし新技術開発、既存技術の高度化を進め新

製品開発を加速しております。

自動販売機部門では、物品販売機の開発を進め、業界最速の搬出スピードと最大の収容量を持つグラスフロン

トベンダーや、自然系冷媒用のカセットユニットを開発し新規事業領域の拡充を進めております。

店舗システム部門においてはコンビニエンスストア向けの冷蔵冷凍空調の省エネ・ノンフロンシステムの開

EDINET提出書類

サンデン株式会社(E01913)

四半期報告書

10/38



発においては、その技術的な価値が認められ、「オゾン層保護・地球温暖化防止大賞・大臣賞」という栄えある

賞を獲得致しました。

（３）その他の事業

新規事業化を目的とした、自然系冷媒ヒートポンプ給湯器（エコキュート）の海外展開として、欧州市場を

ターゲットとした新給湯システムを完成させ、独自技術による新市場の獲得など着実な成果をあげております。

現在も継続的にＳＴＵテーマを展開し、先行的な環境関連技術として、圧縮機一体型膨張機などの開発活動を

強く推進しております。

さらに開発を統括する機能として、新商品企画、技術戦略、技術管理を強化し、当社の重要技術について指針と

なる商品・技術ロードマップを策定し、サンデンユニークとなる差別化技術の開発に重点的な投資を行うなど

戦略的な開発体制を整備しました。特に開発本部内にマーケティング機能と技術シーズを探索する機能を設け、

これを運営することでお客様の信頼感を向上させております。

なお、当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は1,293百万円であります。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

 

（２）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 396,000,000

計 396,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成21年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成21年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 140,331,565 140,331,565

東京証券取引所

市場第一部

フランクフルト証券取

引所

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単元

株式数は1,000株であり

ます。

計 140,331,565 140,331,565 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。
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（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
－ 140,331,565 － 11,037 － 4,453

 

（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 東京都中央区晴海１丁目８－11 14,002 9.98

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 東京都港区浜松町２丁目11－３ 10,325 7.36

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内１丁目３－３ 5,088 3.63

株式会社群馬銀行 群馬県前橋市元総社町194番地 5,087 3.63

サンデン取引先持株会 群馬県伊勢崎市寿町20番地 4,658 3.32

サンデン従業員持株会 群馬県伊勢崎市寿町20番地 3,567 2.54

大同生命保険株式会社 大阪府大阪市西区江戸堀１丁目２－１ 3,471 2.47

ニッセイ同和損害保険株式会社 大阪府大阪市北区西天満４丁目15－10 2,754 1.96

三共電器商事株式会社　 群馬県伊勢崎市寿町20番地　 2,697 1.92

CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO
1299 OCEAN AVENUE, 11F, SANTA

MONICA, CA 90401 USA

2,401　 1.71　

（常任代理人　シティバンク銀行株式会社） （東京都品川区東品川２丁目３－14）

計 － 54,051 38.52

　（注）１．上記大株主のうち、信託業務に係る株式は、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社14,002千株、日本マ

スタートラスト信託銀行株式会社10,325千株であります。

２．上記のほか、自己株式が3,625千株あります。

３．株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループから、株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行および三菱ＵＦＪ信託銀

行株式会社を共同保有者とする平成21年3月30日付の変更報告書の写しの送付により、平成21年3月23日現

在、以下のとおり当社株式を共同保有している旨の報告を受けております。共同保有者のうち三菱ＵＦＪ信

託銀行株式会社については、当社として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数が完全には確

認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

 氏名又は名称 保有株券等の数（株）  株券等保有割合（％）

 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行                           1,524,673                               1.09

 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社                           5,520,000                               3.93

 合計                           7,044,673                               5.02
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】　

 （平成21年９月30日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式

（自己株式等）
－ － －

議決権制限株式

（その他）
－ － －

完全議決権株式

（自己株式等）
   普通株式 　 4,587,000 － －

完全議決権株式

（その他）
   普通株式  134,903,000 134,903 －

単元未満株式 841,565 － 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 140,331,565 － －

総株主の議決権 － 134,903 －

　（注）　完全議決権株式(その他)には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権の数２個)含まれております。

 

②【自己株式等】

 （平成21年９月30日現在）

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）      

サンデン株式会社
群馬県伊勢崎市寿町

20番地
3,625,000 － 3,625,000 2.58

（相互保有株式）      

旭産業株式会社
埼玉県本庄市沼和田

948番地
246,000 － 246,000 0.18

三和コーテックス株式会社
群馬県伊勢崎市波志

江町4138-1
200,000 － 200,000 0.14

株式会社三和
群馬県前橋市二之宮

町575-1
516,000 － 516,000 0.37

計 － 4,587,000 － 4,587,000 3.27
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月

最高（円） 259 241 296 281 309 296

最低（円） 157 197 213 226 260 242

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

役名 新職名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役

常務執行役員

グローバルセンター管掌

兼SANDENVENDO EUROPE

S.P.A. 代表

常務執行役員

グローバルセンター管掌
伊勢谷　英樹 　平成21年９月10日

　なお、当社は「執行役員制度」を導入していますが、前事業年度の有価証券報告書の提出日後、執行役員１名が退任

したため、当四半期報告書の提出日において執行役員は19名（うち取締役兼執行役員８名）であります。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法

人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※1
 23,759

※1
 22,174

受取手形及び売掛金 ※2
 50,395

※2
 44,920

有価証券 30 30

商品及び製品 ※3
 15,009

※3
 19,532

仕掛品 ※4
 4,906

※4
 5,610

原材料 ※5
 5,316

※5
 7,325

その他のたな卸資産 2,966 2,310

繰延税金資産 602 693

未収入金 2,092 2,336

貸倒引当金 △848 △1,196

その他 7,588 6,095

流動資産合計 111,818 109,833

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 23,696 24,688

機械装置及び運搬具（純額） 18,823 20,061

工具、器具及び備品（純額） 2,412 2,792

土地 19,249 19,178

リース資産（純額） 5,245 5,899

建設仮勘定 1,384 2,115

有形固定資産合計 ※6
 70,812

※6
 74,735

無形固定資産

のれん 153 177

リース資産 272 261

その他 747 787

無形固定資産合計 1,173 1,225

投資その他の資産

投資有価証券 14,167 13,811

退職金年金基金 5,894 7,576

繰延税金資産 633 396

その他 1,152 1,361

貸倒引当金 △191 △248

投資その他の資産合計 21,657 22,897

固定資産合計 93,643 98,858

資産合計 205,461 208,692
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 29,883 25,616

短期借入金 ※7
 24,173

※7
 32,434

1年内返済予定の長期借入金 ※8
 9,286

※8
 7,491

1年内償還予定の社債 5,000 5,000

未払金 3,848 11,128

リース債務 1,717 2,017

未払法人税等 1,167 941

賞与引当金 2,104 2,221

売上割戻引当金 449 361

アフターサービス引当金 1,311 1,329

繰延税金負債 585 565

その他 7,071 8,185

流動負債合計 86,599 97,294

固定負債

社債 8,600 10,000

長期借入金 ※9
 51,831

※9
 43,411

リース債務 2,898 3,555

繰延税金負債 698 438

退職給付引当金 8,528 8,461

役員退職慰労引当金 206 218

環境費用引当金 638 745

負ののれん 581 661

その他 753 918

固定負債合計 74,738 68,412

負債合計 161,337 165,706

純資産の部

株主資本

資本金 11,037 11,037

資本剰余金 4,453 27,205

利益剰余金 30,076 6,771

自己株式 △2,186 △2,185

株主資本合計 43,381 42,829

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 435 171

繰延ヘッジ損益 273 △58

為替換算調整勘定 △2,861 △2,544

評価・換算差額等合計 △2,152 △2,431

少数株主持分 2,894 2,587

純資産合計 44,123 42,985

負債純資産合計 205,461 208,692
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 130,541 93,224

売上原価 ※1
 103,996

※1
 76,638

売上総利益 26,545 16,586

販売費及び一般管理費 ※2
 23,214

※2
 15,629

営業利益 3,330 956

営業外収益

受取利息 133 34

受取配当金 97 80

為替差益 － 75

持分法による投資利益 920 1,015

その他 654 830

営業外収益合計 1,804 2,035

営業外費用

支払利息 1,229 1,157

為替差損 164 －

その他 303 279

営業外費用合計 1,698 1,437

経常利益 3,437 1,554

特別利益

固定資産売却益 176 12

貸倒引当金戻入額 － 267

保険差益 － 99

その他 72 47

特別利益合計 248 426

特別損失

固定資産廃棄損 151 50

投資有価証券評価損 73 88

リース会計基準適用に伴う損失 257 －

訴訟関連損失 － 439

その他 97 87

特別損失合計 579 666

税金等調整前四半期純利益 3,106 1,314

法人税等合計 2,325 551

少数株主利益 226 208

四半期純利益 553 553
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 64,782 47,696

売上原価 ※1
 51,748

※1
 39,177

売上総利益 13,033 8,519

販売費及び一般管理費 ※2
 11,713

※2
 8,127

営業利益 1,320 391

営業外収益

受取利息 39 19

受取配当金 43 13

為替差益 － 176

持分法による投資利益 332 436

その他 363 358

営業外収益合計 779 1,004

営業外費用

支払利息 642 561

為替差損 745 －

その他 207 131

営業外費用合計 1,595 692

経常利益 504 703

特別利益

固定資産売却益 170 2

貸倒引当金戻入額 － 27

アフターサービス引当金戻入額 － 47

その他 29 0

特別利益合計 199 77

特別損失

固定資産廃棄損 131 47

投資有価証券評価損 68 －

訴訟関連損失 － 245

その他 91 37

特別損失合計 291 330

税金等調整前四半期純利益 412 451

法人税等合計 658 229

少数株主利益 126 159

四半期純利益又は四半期純損失（△） △372 62
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,106 1,314

減価償却費 7,247 5,252

賞与引当金の増減額（△は減少） 82 △100

貸倒引当金の増減額（△は減少） △42 △364

受取利息及び受取配当金 △230 △115

支払利息 1,229 1,157

持分法による投資損益（△は益） △920 △1,015

売上債権の増減額（△は増加） 1,576 △6,324

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,843 6,510

未収入金の増減額（△は増加） 671 248

未収消費税等の増減額（△は増加） △3,411 △325

その他の流動資産の増減額（△は増加） 589 △817

仕入債務の増減額（△は減少） △1,328 4,252

未払早期割増退職金の増減額(△は減少） － △6,222

未払金の増減額（△は減少） 1,301 196

その他 1,207 552

小計 9,237 4,201

利息及び配当金の受取額 300 318

利息の支払額 △1,196 △1,200

法人税等の還付額 － 1,195

法人税等の支払額 △1,305 △312

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,035 4,202

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の純増減額 60 △0

有形固定資産の取得による支出 △6,749 △4,800

有形固定資産の売却による収入 894 826

無形固定資産の取得による支出 △227 △72

関係会社株式の取得による支出 △256 －

少数株主からの関係会社株式の取得による支出 △792 －

退職金年金基金からの払戻額 － 1,736

その他 148 △5

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,923 △2,316

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,704 △8,562

長期借入れによる収入 314 14,300

長期借入金の返済による支出 △2,312 △3,591

リース債務の返済による支出 △1,512 △1,170

社債の償還による支出 － △1,329

配当金の支払額 △679 －

少数株主からの払込みによる収入 411 －

その他 △141 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △216 △355

現金及び現金同等物に係る換算差額 △106 53

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △210 1,584

現金及び現金同等物の期首残高 9,598 22,148

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 406 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 9,794

※1
 23,732
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．連結範囲に関する事項

の変更

（１）連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間において、連結子会社株式会社エスディメンテナンス東

海を存続会社とする吸収合併により、連結子会社エス・ディ・イー株式会社及び

他４社は消滅しております。同時に、存続会社である株式会社エスディメンテナン

ス東海を株式会社エスディ・メンテナンスに商号変更しております。この吸収合

併により、連結子会社の数が減少しております。

　　　　当第２四半期連結会計期間において、連結子会社三共興産株式会社を存続会社とす

る吸収合併により、連結子会社サンデンリース株式会社は消滅しております。ま

た、連結子会社サンデンファシリティ株式会社を存続会社とする吸収合併により、

連結子会社サンデンキャリアサポート株式会社は消滅しております。

（２）変更後の連結子会社の数

　52社

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

１．前第２四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金戻入額」

は、特別利益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。

　なお、前第２四半期連結累計期間の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は１百万円であり

ます。　 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

１．前第２四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示してお

りました「退職金年金基金からの払戻額」は、重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記

することとしました。

　　　なお、前第２四半期連結累計期間の、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「退職金年

金基金からの払戻額」は103百万円であります。

　

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結貸借対照表）

１．前第２四半期連結会計期間において、流動負債の「その他」に含めて表示しておりました「繰延税金負債」は、

重要性が増加したため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。

　なお、前第２四半期連結会計期間の流動負債の「その他」に含まれる「繰延税金負債」は99百万円であります。

　

（四半期連結損益計算書）

１．前第２四半期連結会計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金戻入額」

は、特別利益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。

　なお、前第２四半期連結会計期間の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は０百万円であり

ます。　

２．前第２四半期連結会計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「アフターサービス引

当金戻入額」は、特別利益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとし

ました。

　　　なお、前第２四半期連結会計期間の特別利益の「その他」に含まれる「アフターサービス引当金戻入額」は20百

万円であります。　 
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【簡便な会計処理】

　　当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等合計に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

注１．※６

区分
当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

有形固定資産の減価償却累計額（百万円） 127,580 125,321

　（注）有形固定資産の減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれております。

　

注２．※１、※２、※３、※４、※５、※６、※７、※８、※９

担保に供している資産並びに担保付債務は下記のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

担保資産   

建物及び構築物（百万円） 482 166

土地（百万円） 1,093 1,093

預金（百万円） 365 541

その他（百万円） 463 598

計（百万円） 2,404 2,399

担保付債務   

短期借入金（百万円） 1,274 570

１年以内に返済予定の長期借入金（百万円） 296 922

長期借入金（百万円） 813 470

計（百万円） 2,384 1,964

注３．偶発債務

連結会社以外の会社で金融機関からの借入金他に対して下記のとおりの債務保証及び保証予約をしております。

前連結会計年度末（平成21年３月31日）

区分 金額

  （百万円）

債務保証 SANDEN AL SALAM LLC （  　22,042　   千米ドル） 2,165

 沈?三電汽車空調有限公司 （    10,000     千人民元） 143

保証予約等 SANPAK ENGINEERING INDUSTRIES(PVT.)LTD.（100,000千パキスタンルビー） 124

 計  2,432

　（注）　債務保証及び保証予約は全額外貨建であります。

 

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

区分 金額

  （百万円）

債務保証 SANDEN AL SALAM LLC （  　22,042　     千米ドル） 1,988

 沈?三電汽車空調有限公司 （    10,000     千人民元） 132

保証予約等 SANPAK ENGINEERING INDUSTRIES(PVT.)LTD.（100,000千パキスタンルビー） 109

 計  2,229

　（注）　債務保証及び保証予約は全額外貨建であります。
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　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高は下記のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

受取手形割引高（百万円） 98 36

受取手形裏書譲渡高（百万円） 17 10

 

（四半期連結損益計算書関係）

注１．※２

販売費及び一般管理費について

　販売費及び一般管理費の主要な費目は、下記のとおりであります。

区分
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

給与（百万円） 8,215 5,682

運賃（百万円） 2,461 1,422

減価償却費（百万円） 1,284 1,191

賞与引当金繰入額（百万円） 1,644 743

アフターサービス引当金繰入額（百万円） 600 363

役員賞与引当金繰入額（百万円） 28 －

退職給付費用（百万円） 517 337

注２．※１、※２

研究開発費

区分
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

一般管理費及び当期総製造費用に含まれる研究

開発費（百万円）
3,427 2,481

 

注１．※２

販売費及び一般管理費について

　販売費及び一般管理費の主要な費目は、下記のとおりであります。

区分
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

給与（百万円） 4,141 2,754

運賃（百万円） 1,340 772

減価償却費（百万円）    667    596

賞与引当金繰入額（百万円） 825 358

アフターサービス引当金繰入額（百万円） 421 332

役員賞与引当金繰入額（百万円） 13 －

退職給付費用（百万円） 271 148

注２．※１、※２

研究開発費

区分
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

一般管理費及び当期総製造費用に含まれる研究

開発費（百万円）
1,926 1,293
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

区分
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
  至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
  至　平成21年９月30日）

現金及び預金勘定（百万円） 9,821 23,759

預金期間が３カ月を超える定期預金（百万円） △50 △50

有価証券勘定に含まれる現金同等物（百万円） 23 24

現金及び現金同等物（百万円）
9,794

 

23,732

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　140,331千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　4,019千株

  

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

５．株主資本の金額の著しい変動　

　当第２四半期連結会計期間末の株主資本の金額は、前連結会計年度末に比較して著しい変動がありませんが、

平成21年６月24日開催の第83期定時株主総会決議による欠損てん補のため資本準備金等を取り崩し、利益剰余

金へ振替えを実施しております。 

 

EDINET提出書類

サンデン株式会社(E01913)

四半期報告書

28/38



（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 
自動車機器
事業
（百万円）

流通システ
ム事業
（百万円）

その他の事
業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 42,655 19,765 2,361 64,782 － 64,782

(2）
セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

 計 42,655 19,765 2,361 64,782 － 64,782

   営業利益又は営業損失(△) 2,967 △782 91 2,276 (955) 1,320

　

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
自動車機器
事業
（百万円）

流通システ
ム事業
（百万円）

その他の事
業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 30,046 15,643 2,006 47,696 － 47,696

(2）
セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

 計 30,046 15,643 2,006 47,696 － 47,696

   営業利益又は営業損失(△) 645 430 △180 896 (504) 391
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前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
自動車機器
事業
（百万円）

流通システ
ム事業
（百万円）

その他の事
業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 89,912 36,614 4,015 130,541 － 130,541

(2）
セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

 計 89,912 36,614 4,015 130,541 － 130,541

   営業利益又は営業損失(△) 7,028 △1,577 △385 5,065 (1,735) 3,330

　

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
自動車機器
事業
（百万円）

流通システ
ム事業
（百万円）

その他の事
業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 59,186 30,503 3,534 93,224 － 93,224

(2）
セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

 計 59,186 30,503 3,534 93,224 － 93,224

   営業利益又は営業損失(△) 1,575 836 △416 1,995 (1,039) 956

（注）１．事業区分は内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業区分の主要製品は次のとおりであります。

(1）自動車機器事業……カーエアコンシステム、カーエアコン用コンプレッサー及び各種自動車部品

(2）流通システム事業…自動販売機各種、冷凍・冷蔵ショーケース各種、大型オープンショーケース各種

(3）その他の事業………エコキュート、セントラル暖房・換気システム、車両

３．金額は消費税等抜きであります。
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

欧州
（百万円）

北米
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 23,01011,47320,8219,47664,782 － 64,782

(2）
セグメント間の内部売上高又

は振替高
19,389 843 1,112 929 22,274(22,274) －

 計 42,40012,31621,93410,40687,057(22,274) 64,782

   営業利益又は営業損失（△） 720 581 △69 95 1,327 (7) 1,320

　

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

欧州
（百万円）

北米
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 18,3069,40514,6675,31647,696 － 47,696

(2）
セグメント間の内部売上高又

は振替高
10,901 673 218 398 12,192(12,192) －

 計 29,20810,07914,8855,71459,888(12,192) 47,696

   営業利益又は営業損失（△） 317 649 178 △331 813 (421) 391
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前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

欧州
（百万円）

北米
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 44,05820,23647,58818,657130,541 － 130,541

(2）
セグメント間の内部売上高又

は振替高
39,5771,8062,2681,87145,522(45,522) －

 計 83,63522,04249,85620,529176,064(45,522) 130,541

 営業利益 1,8371,055 937 411 4,242 (911) 3,330

　

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

欧州
（百万円）

北米
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 35,78917,52029,62910,28493,224 － 93,224

(2）
セグメント間の内部売上高又

は振替高
18,9561,224 723 681 21,585(21,585) －

 計 54,74518,74430,35310,965114,809(21,585) 93,224

 　営業利益又は営業損失（△） 35 1,085 795 △478 1,437 (480) 956

（注） １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

アジア：シンガポール、台湾、中国、タイ、オーストラリア、マレーシア、インドネシア、フィリピン等

欧　州：フランス、イギリス、ポーランド、イタリア、ドイツ、スペイン等

北　米：アメリカ、メキシコ等

３．金額は消費税等抜きであります。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

  アジア 欧州 北米 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 14,070 20,833 9,671 44,574

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － 64,782

Ⅲ

 

連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
21.7 32.2 14.9 68.8

　

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

  アジア 欧州 北米 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 12,251 14,099 5,419 31,771

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － 47,696

Ⅲ

 

連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
25.7 29.6 11.4 66.6

 

前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

  アジア 欧州 北米 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 26,972 45,686 19,040 91,699

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － 130,541

Ⅲ

 

連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
20.6 35.0 14.6 70.2

　

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

  アジア 欧州 北米 計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 22,541 28,523 10,457 61,522

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － 93,224

Ⅲ

 

連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
24.2 30.6 11.2 66.0

（注） １．国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域

１）国又は地域の区分方法：地理的近接度によっております。

２）各区分の属する主な国又は地域

アジア：シンガポール、台湾、中国、タイ、オーストラリア、マレーシア、インドネシア、フィリピン等

欧　州：フランス、イギリス、ポーランド、イタリア、ドイツ、スペイン、ベルギー等

北　米：アメリカ、メキシコ等

２．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

EDINET提出書類

サンデン株式会社(E01913)

四半期報告書

33/38



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 302円　46銭 １株当たり純資産額 296円　35銭

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は純損失金額（△）等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益

金額
4円　06銭

潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額

潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、希

薄化効果を有している潜在株

式が存在しないため記載して

おりません。

１株当たり四半期純利益

金額
4円　06銭

潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額

潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、希

薄化効果を有している潜在株

式が存在しないため記載して

おりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（百万円） 553 553

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 553 553

期中平均株式数（株） 136,339,471 136,315,920

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益調整額（百万円） － －

（うち支払利息（税額相当額控除後）） (－) (－)

（うち事務手数料（税額相当額控除後）） (－) (－)

普通株式増加数（株） － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

　－ 　－
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失

（△）金額
△2円　73銭

潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額

潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、潜

在株式は存在するものの１株

当たり四半期純損失であるた

め記載しておりません。

１株当たり四半期純利益

金額
    　46銭

潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額

潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、希

薄化効果を有している潜在株

式が存在しないため記載して

おりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は純損失金額（△）及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は純損失金額（△）         

四半期純利益又は純損失（△）（百万円） △372 62

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は純損失（△）

（百万円）
△372 62

期中平均株式数（株） 136,335,547 136,314,061

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益調整額（百万円） － －

（うち支払利息（税額相当額控除後）） (－) (－)

（うち事務手数料（税額相当額控除後）） (－) (－)

普通株式増加数（株） － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

　－ 　－

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成20年11月11日

サンデン株式会社

取締役会　御中
 

あずさ監査法人
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　輝夫　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 野村　哲明　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 足立　純一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンデン株式会社の

平成20年4月1日から平成21年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成20年7月1日から平成20年9月30

日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成20年4月1日から平成20年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンデン株式会社及び連結子会社の平成20年9月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

(1)  四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、第1四半期連結会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第9号　平成18年7月5日）を適用している。

(2)  四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、第1四半期連結会

計期間より、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成5年6月17日（企業会計審議会第一部

会）、平成19年3月30日改正））及び、「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号

（平成6年1月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年3月30日改正））を適用している。

(3)  四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、第1四半期連結会

計期間より、「連結財務諸表における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18

年5月17日）を適用している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成21年11月10日

サンデン株式会社

取締役会　御中
 

あずさ監査法人
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　輝夫　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 野村　哲明　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 足立　純一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンデン株式会社の

平成21年4月1日から平成22年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成21年7月1日から平成21年9月30

日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成21年4月1日から平成21年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンデン株式会社及び連結子会社の平成21年9月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間の経営成績並びに第2四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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